










英語授業指導と ICT 教育に関する一考察： 





























(1) 英語科教職課程の履修生が中学・高校で経験した英語授業での ICT 活用と
はどのようなもので、その経験を彼らはどのように受け止めているか。 







本研究は、教職課程の授業として、2017 年 4 月から 2017 年 7 月までの期
間、前期科目として開講された「英語科教育法 I」（半期・2 単位）の中で実
施された。具体的には、英語教育における ICT 活用を考える授業の一環として











2017 年 7 月、筆者が担当する「英語科教育法 I」の各クラスで質問紙調査を
行った。授業では最初にアンケート用紙を配布して実施者が主旨を説明した。
次に 20 分間の回答時間を与え、その後回答用紙のみを提出してもらった。 
内容としては、1) 履修生の ICT 教育という言葉に対する認知、2)中学 ・高
校の英語授業における履修生の ICT 活用経験、3）その経験に対する履修生の
受け止め、4）英語授業に自分が ICT を活用することに対する意識、5）授業へ







に関連した全 10 項目の質問 1から質問 10 に対する選択式の回答結果をデータ
1、履修生が任意で回答する 3つの質問 11 から質問 13 に対する記述回答の結
果をデータ 2と呼ぶ。 
 
3.4 データ分析の方法  










データ 1, データ 2の順序で、結果について報告する。 
 
4.1 データ 1 について 
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まず履修生自身の ICT を活用した英語授業経験を明らかにするためのテーマ
と、英語教育における ICT 活用に対する意識を明らかにするためのテーマをそ
れぞれ 3つずつ設定し、それぞれのテーマに対応する 10 の質問項目を用意し








い」と回答した 20 名を僅かに上回り、回答者全体の 51％であった。 
 
4.1.2  中学 ・高校での英語授業における ICT 活用の経験 
1) 英語授業で経験した ICT 機器  





中学 19%、高校 21％で、中高共に 2番目に多く挙げられていた ICT 機器であっ
た。中学では高校よりデジタルテレビの利用が高く（中学 19%、高校 12％）、 
 
表 1 中学・高校の英語授業で経験した ICT 機器と経験した履修生の比率 






＊複数回答可（質問 2と 4） 
中学 高校 
回答 % 回答 ％ 
ア パソコン（パソコン教室の利用含む） 8 19% 9 21% 
イ CALL 教室 2 4% 2 4% 
ウ 電子黒板 0 0% 3 7% 
エ デジタルテレビ 8 19% 5 12% 
オ プロジェクタ－ 8 19% 9 21% 
カ 実物投影機や書画カメラ 2 4% 1 2% 
キ タブレット端末やスマートフォン 0 0% 0 0% 
ク テレビ電話 0 0% 1 2% 
ケ IC レコーダー 3 7% 1 2% 
コ デジタルカメラ 1 2% 2 4% 
サ デジタル教科書 0 0% 0 0% 
シ デジタル教材（DVD・CD-ROM 含む） 23 56% 22 53% 
ス インターネット 2 4% 5 12% 
セ ICT 機器は全く使わなかった 1 2% 7 17% 
ソ その他   19 46% 14 34% 
 
?   2017?? ??メディア????センタ???   ?   63
 
表 2 中学・高校の英語授業で経験した ICT 利用言語活動の内容、経験した履修生の比率  










ア DVD など録画映像の視聴    14 34% 8 19% 
イ 英語番組視聴（ニュース、英語番組他） 1 2% 3 7% 
ウ ビジュアル・エイズの提示した授業 12 29% 8 19% 
エ 授業での説明の際に利用 10 24% 10 24% 
オ フラッシュカードを映像で提示  3 7% 2 4% 
カ チャットなど対話を中心とする活動 3 7% 5 12% 
キ リスニングを中心とする活動   3 7% 9 21% 
ク リサーチ、情報収集学習 2 4% 4 9% 
ケ メールの授受 1 2% 3 7% 
コ プロジェクトや発表活動  2 4% 2 4% 
サ オンライン英会話   1 2% 1 2% 
シ 発音練習 21 51% 23 56% 
ス 英語力向上のためのプログラム利用 2 4% 4 9% 
セ すべて一度も経験しなかった 5 12% 7 17% 








答者は、中学では 2% だが高校では 17％で、ICT の未経験者は高校でより増え
ていることが分かる。最後のその他の欄への記入がかなり多いが（中学 46%、
高校 34％）、回答者が具体的に記述回答していた機器は全て CD デッキであっ
た。 
 
2)英語授業で経験した ICT 機器を活用した活動 




説明時の ICT 利用は共に高く、24％であった。但し 2番目以降については、中
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表 3 中学・高校の英語授業での ICT 活用経験に対する履修生の受け止め  







中学 高校  
全体 
 数 % 数 ％ 
ア 大いに経験した 1 2% 4 9% 6% 
イ ある程度経験した 2 4% 2 4% 4% 
ウ どちらとも言えない 4 9% 5 12% 10% 
エ 余り経験していない 25 60% 18 43% 52% 
オ 全く経験していない 9 21% 12 29% 25% 
 Mean 2.04  2.21  2.13 
 
表 4 英語授業に今後 ICT を活用することに対する履修生の意識  
＊n = 41 
質
問 






ア 大いに取り入れたい 12 29% 
イ ある程度取り入れたい 25 60% 
ウ どちらとも言えない 2 4% 
エ あまり取り入れたくない 2 4% 
オ 全く取り入れたくない 0 0% 
 Mean 4.14  
 
表 5 ICT を活用した英語授業指導の利点についての履修生の意識と比率  





以下から 4つ以内で選んで下さい。（質問 9） 
人数 比 
率 
ア 授業が分かり易くなる 28 68% 
イ 個別の指導ができる 2 4% 
ウ 授業を効率良く行える 28 68% 
エ 英語を楽しく学べる 32 78% 
オ 双方向授業が可能 6 14% 
カ デジタル機器の使用技術の向上 12 29% 
キ 動機づけ 21 51% 
ク 特にない 0 0% 
ケ その他 1 2% 
 
4.1.3 中学・高校の ICT 活用英語授業経験に対する履修生の受け止め 




示す。平均値は中学が 2.04、高校が 2.21、全体では 2.13 で、高校での経験の
方が若干高いものの、数値はかなり低い。またそれぞれについて「全く経験し
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ていない」と受け止めている回答者は、中学で 9名（21%）、高校が 12 名
(29％)であった。さらに ICT 活用の授業を中学・高校両方共、全く経験してな
い、とした履修生の数は全体の約 5分の 1に当たる 8名に上った。 
 
4.1.4 英語授業への ICT 活用に対する履修生の意識 




から 1つを選択する 5件法の回答方式である。平均値は 4．14 で、ア「大いに
取り入れたい」を選んだ回答者とイの「ある程度取り入れたい」を選んだ回答
者の人数を合計すると 37 名で、全体の 89%に当たる履修生が英語授業指導への






4.1.5 英語授業での ICT 活用の利点 
表 5 に、英語授業指導への ICT 機器活用の利点を尋ねた質問 9「英語授業指
導に ICT を活用することの良い点はどのようなことだと思いますか」、に対す









4.1.6 授業への ICT 活用の問題点 





全体の 9割に当たる 37 名が問題点として挙げていた。次に多かったのが「教
師の ICT 技術のレベルに左右される」で 32 名（68%）、さらに「準備に手間が
かかる」が 19 名（46%）で 3番目に続いた。「どう活用すればよいか分からな
い」を、回答者全体の 4分の 1を越える 11 名が選択していた。なお、その他
の欄に回答した 1名の記述内容は、「先生が機械操作に気を取られ授業に集中
できない可能性がある」であった。 
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表 6 ICT を活用した英語授業指導の課題や問題点についての履修生の意識と比率  









ア どう活用すればよいか分からない 11 26% 
イ 生徒の個人差が出やすい 8 19% 
ウ 機器や施設他、学校・地域差がある 37 90% 
エ 授業準備に手間がかかる 19 46% 
オ 生徒との対面コミュニケーションが減る 12 29% 
カ 教師の ICT 技術のレベルに左右される 32 68% 
キ デジタル機器を長時間使用の眼や身体、精神面への影響 12 29% 
ク 特にない 0 0% 
ケ その他 1 2％ 
 
4.2  データ 2 について 
データ 2は、任意での回答を求めた質問 11，質問 12 に対する記述回答の結
果である。履修生は、英語教育に ICT を活用するために 履修生自身が今後知
りたいこと (質問 11)と、不安を感じていること (質問 12)について、記述を
希望する者のみが自由に回答した。任意ではあったが、質問 11 に 35 名











4.2.1 ICT 活用の為に履修生が今後身に付けたいこと、知りたいこと  
 





上がってきたキーワードに応じて、1)授業での ICT 活用の方法や指導法、2) 
ICT 授業の実践例、3)ICT 機器関連の情報や使用技術、4) 教師自身の研修、 
5)その他、の 5つのテーマに分類した。以下典型的な記述例と共に、テーマ毎
に結果を報告する。 
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1) 授業での具体的な ICT 活用の方法や指導法 
最も多かったのは、ICT を実際に授業のどのような場面で、どのように活用す
ればいいか、ICT を活用した効果的な指導法を知りたい、あるいは身に付けた








・どの skill に有効か、例えば Listening に有効か、生徒をうまく指導する方
法を知りたい 












・実際にどのような ICT 教育を行っていてどんな効果があるか、知りたい 
・どんな使い方が主流なのか。英語を暗記科目でなく ICT を利用してイメージ 
や図等で覚えて貰いたい 
 








・各 ICT の特徴を知り、何のアクティビティーにどの ICT が効果的か  
・中高で ICT 授業経験が無いので基礎的な知識から学びたい  
 
4) 教師としての研修と努力 















4.2.2  履修生自身が、不安を感じていること 
 
質問 12：英語教育に ICT 活用を取り入れる上で、心配や不安に思っているこ
とがあれば記述して下さい。 
 
質問 12 に対する記述回答内容を共通要素で分類した結果を、質問 11 同様、
テーマ別に、かつ典型的な記述内容例を示しながら報告したい。記述内容を読
んで、不安や心配の対象として浮かび上がってきたテーマは、1) 知識・情報












でいるかが気になる  ・ 
 





・ICT が急速に発達していて自分が取り扱いについて行けるのか、不安  




3）ICT 活用英語授業の未経験  
直前の質問 11 に対する回答の時と同様に、中学、あるいは高校の時に ICT 活
用の授業経験が無いことを挙げて心配をする記述が目立った(8 名)。 
 
・経験がなく ICT をうまく使いこなせるか自信がない（複数） 



















































5.2 履修生の ICT 教育経験について 
5.2.1 中学 ・高校の英語授業における ICT 活用の経験 
1)使用した ICT 機器や活動内容 
結果に示された履修生の中学・高校での ICT を活用した英語教育経験の内容を
検討したい。数は少ないが、多様な ICT を経験した履修生がいる一方で、中高










成 24（2012）年度の中学での活用度は 45.2％であった。これは OECD 加盟国中








（中高共に 0名）や電子黒板（中学 0名・高校 3名）の使用経験者が極端に少
























2)中学・高校の ICT 活用英語授業経験に対する履修生の受け止め 
結果的には、数値が裏付ける通り、中学・高校での ICT 活用英語授業経験を多
くの履修生はかなり低く受け止めている（中学が 2.04、高校が 2.21、平均







5.3  今後の ICT 使用に対する意識について 
5.3.1 英語授業での 今後の ICT 使用に対する履修生の意識 
中学・高校での ICT 活用教育経験への受け止めが全体的に低かったこととは
対照的に、履修生の今後の英語授業指導への ICT 活用に対する意欲を示した数
値は 5件法で平均 4.14 を示し、かなり高い。過去の ICT 活用経験の有無に拘
わらず、実に 9割近い履修生が授業への ICT 活用に前向きな姿勢を示している
ことは注目に値するだろう。 
スマートフォンやクラウドなど、現在誰にとっても ICT がより身近な存在に
なってきたことに加え、回答者が学ぶ大学で全員が同じ iPad を使用して ICT を








た通り、データ 2は任意回答であったが、にも拘わらず ICT 活用に向けて今後
身に付けたいこと等に対する記述が回答者全体の 85％、心配や不安内容の記述
































れた ICT 体験や従来型の教師主体の講義型形式の授業形態に加え、回答を 4つ
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以内に制限したことなど、理由は幾つか考えられるが、記述内容にも言及はな
かった。だが、「情報の受信・送信」や「やりとり」こそ、教育の質の向上の





5.3.3  ICT 活用授業の問題点～不安や課題 
データ１の結果は、ICT 活用に対する問題点についても、履修生の受け止め
方に共通する傾向があることを示した。全回答者の 9割が、「機器や施設の学
校差や地域差」を、次いで 7割近い回答者が、教師の ICT 技術のレベルに左右
される、を挙げていた。地域差について言えば、先述した教育用コンピュータ
ー1台あたりの児童生徒数を例に挙げれば、2016 年 3 月時点で、都道府県別で





  データ 2の結果から浮かび上がった問題点や心配に共通する主たるテーマ
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